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この度は自動給餌機さんし郎 ＫＳ型を
お買い上げいただきありがとうございます。

１．はじめに

２．安全上のご注意（表示の説明）

■この取り扱い説明書は、自動給餌機さんし郎ＫＳ型の使用上の注意事項につ

　いて記載しています。ご使用の前には、この取扱説明書を十分にお読みの上、

　取り扱い方をご理解いただき、正しくご使用ください。

■お読みになった後も必ずお手元に保管してください。

■本品を貸与又は譲渡される場合には、この取扱説明書を添付してお渡しくだ

　さい。

■この取扱説明書を紛失または損傷された場合には、速やかに当社または当社

　代理店にご注文ください。

■本品は、予告なしに仕様変更をすることがあります。

■ご不明な事やお気づきの事などがございましたら、当社または当社代理店に

　お問い合わせください。

警告！ 取扱を誤った場合に非常に危険な状況が起こりえて、
死亡又は重症を受ける可能性が予想される場合。

！ 注意
取扱を誤った場合に危険な状況が起こりえて、障害又は
軽症を受ける可能性や物的障害の発生が予想される場合

尚、注意に記載した事項でも重大な結果に結びつく可能性があります。
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■ケース内の点検・清掃は必ず電源を切り、差し込みプラグを抜いた上で行な

　ってください。ケース内の円すい盤は、低速ですが、大変強い力で回転して

　いますので、指などをはさまれた場合、重大事故になる可能性があります。

　必ず電源を切ってから、ケース内の作業を行なってください。

■ケーブルを引張ったり、傷を付けたりしないでください。感電の恐れがあり

　ます。

■運搬、設置、配線、運転、操作、保守、点検の作業は、専門知識のある人が

　行なってください。

■保守、点検時は必ず、電源を切ってから行なってください。感電やけがなど

　の恐れがあります。

■電源ケーブルのミドリ色の線はアース線です。第三種接地工事を行なった上、

　運転を行なってください。接地されていない場合、感電の恐れがあります。

■法令による漏電遮断機を設置してください。漏電した場合には感電の恐れが

　あります。

■給餌量調整ツマミ、タイマーツマミは濡れた手で操作しないでください。感

　電や誤作動、動作不良の原因になります。

■電源設備や配線工事等は、電気設備技術基準及び電力会社の内線規定に従っ

　てください。安定した運転を安全に行なうには、的確な電源工事が必要です。

■設置は本体ベースの取付孔を利用してネジ類等で確実に固定してください。

　通路、水槽へ落下すると機器破損は無論のこと大変危険です。また、万一、

　給餌機が水没の場合は使用不能となります。当社へご連絡・ご送付ください。

２－１　安全上のご注意（警告）

警告！ 安全のために次の注意事項を守ってください。注意事項
を守らぬ場合、重大な事故に結びつくことがあります。
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２－２　安全上のご注意（注意）

３．安全銘板の貼付位置

安全のために次の注意事項を守ってください。注意事項
を守らぬ場合、事故や故障・破損の可能性があります。！

警告！

■ケーシングの餌の出口に点検蓋を設けています。必ず給餌機の運転を停止さ
　せてから、点検蓋の蝶ナットをゆるめ、蓋を回転させ、餌の通路やケーシン
　グ内部の付着物の掃除を定期的に行なってください。

■ケーブルの先端は、絶対に水に入れないようご注意ください。絶縁不良、漏
　電の原因になります。

■給餌機を移動させるときは、飼料ケース内の飼料を全て取り出してください。

　飼料を入れたまま給餌機を移動させた場合、振動により送風機内部に飼料が
　入り、羽根車の回転を妨げ、故障の原因になります。

安全にご使用いただくために、下図の位置に安全銘版を貼付しています。万一
はがれ落ちたり、読めなくなった場合は、必ず新しい物を貼付してください。

指づめ注意
ケース内の円すい盤は、大変強い力で回転しています。
指など挟まれた場合、重大事故になる可能性があります。
必ず運転を停止してから、ケース内の作業を行ってください。

①

①

警告！
感電注意

端子部や内蔵電気部品に触れたり、
濡れた手でスイッチ類を操作する
と、感電のおそれがあります。

②

②
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５．使用前の準備

６．使用方法

４．仕様

①海水が直接かからない場所で、使用してください。

②給餌機はほぼ水平で安定した場所でお使いください。

③本体は取付孔（φ7㎜×４ヵ所）を用いて、ネジ類等で固定してください。

④漏電ブレーカーを設けたコンセントを用意してください。

⑤アース（第３種設置工事）を行なってください。

⑥付属の４０Ａ散布パイプの斜めカット面を下向きにして、散布口ソケットに
　挿入してください。

①飼料ケースのフタを開き飼料を入れてください。

②使用できる飼料は最小０．１㎜の乾燥初期飼料から最大（最大部）７㎜までの
　乾燥固形飼料です。

６－１　飼料の投入

ＫＳ－０５Ｈ ＫＳ－１５ＨＫＳ－０５Ｌ ＫＳ－１５Ｌ

７ リットル ２５ リットル

ＡＣ　１００Ｖ

４５Ｗ

１５㎏

２m（３芯）

１７㎏

（50Hz）05H・15H：250～4200　05L・15L：60～1000g／時
（60Hz）05H・15H：250～5000　05L・15L：60～1200g／時

 KS-05　15H/L　: ２時間連続（ゼンマイ式）

回転数制御（ボリューム調整）

送風機（風量調整式）

粒径（最大部）０．１～７㎜の乾燥固形飼料

325×352×485 325×352×695

分岐管（多ヵ所散布）

型　　式

飼料ケース容量

電　　　源

定 格 出 力

給餌調整方式

散 布 方 式

散布できる飼料

タイマー

重　　　量

寸法（長×幅×高）

ケ ー ブ ル

別　売　品

給 餌 能 力
（給餌速度）

据え付け上の注意事項
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③飼料ケース内に雨水やごみ、砂などが入らないようにフタのパッチン錠を確
　実にセットしてください。雨水などが大量に入ると、漏電や機械部品破損の
　原因となります。

①給餌速度調整ダイヤルで給餌速度の調整ができます。給餌速度は目盛り１か
　ら２０まで（５０Ｈｚの場合約１７まで）目盛り数値にほぼ比例して増減し
　ます。ただし餌の種類や添加物などにより大きく変化することがありますの
　で、一応の目安としてください。なお、目盛と給餌速度の目安は下図を参照
　にして調整してください。

②運転時間の設定
　ＫＳ型の標準は、２時間タイマーです。
　24時間予約タイマー機能付をご希望の際にはＤＴ型となります。
　さらに、24時間予約タイマー付で、給餌機運転時間内を、所定の時間、自動
　的にＯＮ・ＯＦＦを繰り返し給餌運転（間欠運転）を行なう場合は、ＤＴＴ
　型となります。

６－２　給餌量の調整

送風機より吹き出す空気により、
餌を広範囲に散布します。送風
機の風量は風量調整ノブにより
調整できますので、魚種、水槽
にあわせてお使いください。

６－３　送風機風量の調整
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《ご注意》・・・空の飼料ケースに飼料を投入したときには飼料が通路を
　通過するまでに時間を要するため給餌機の運転開始後、飼料が散布され
　始めるまでしばらく時間を要する事があります。

散布口を数ヶ所に増設できる分岐管を別売しています。散布ヶ所を増やし、よ
り広範囲の給餌を行なう場合にご利用ください。

①電源プラグを差し込んでください。

②飼料を飼料ケースに入れてください。

③タイマーを連続または運転させたい時間にセットしてください。
　ただし20分以内の設定の場合、一度40分～60分程度までツマミを回転させた
　後、巻き戻し所定の時間に設定してください。

④しばらくすると飼料が散布されますので、給餌速度と風量を適正な量に調整
　してください。

６－４　運転方法

通常の操作手順

より広範囲へ散布したい場合

給餌量が急に減少した場合、飼料通路を清掃してください。
詳しくは、７．清掃と点検 をご参照ください。

給餌量が急に減少した場合

【 ２ 時間連続タイマー　KS 標準型の場合】

①電源プラグを差し込んでください。

②飼料を飼料ケースに入れてください。

③運転時間の設定は、別紙24時間タイマー取扱説明書を参照して設定してくだ
　さい。

④手動スイッチを『ＯＮ』にして給餌機を手動で連続運転させてください。
　しばらくすると飼料が散布されますので、給餌速度と風量を適正な量に調整
　してください。

⑤自動運転を行なうために、２４時間タイマーの手動スイッチを『自動』にし
　てください。設定された時刻に自動的に給餌を運転／停止します。

⑥自動運転を手動運転に切替える場合、24時間タイマーの手動スイッチを『入』

　又は『切』としてください。

【 ２4時間予約タイマー　KS－ＤＴの場合】
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給餌量の低下を予防するため、定期的に飼料通路の清掃を行なってください。

①必ず電源プラグを抜いてください。
②ケーシング部の点検蓋の蝶ナットをゆるめ、蓋を反転させて開けてください。
③ケーシング部の通路（誘導板部）、落下口、送風機の通路を清掃してください。
④点検蓋を閉めます。

７－１　日常の清掃と収納

７－２　定期点検

飼料通路の清掃

上記の清掃の後、温度・湿度の低い屋内に保管してください。

運転時間１０００時間毎、または３年毎に定期点検・整備をお勧めします。点
検・整備は当社もしくは当社代理店にご依頼ください。

①電源プラグを抜いた後、円錐板頭部のセットボルトを取り外し円錐盤を引き
　上げ（旧型は内部に付いている歯付座金を紛失せぬよう注意してください。）、
　円錐盤内部に入り込んだ細かな飼料を取り除いてください。

②飼料ケース内に付着した飼料を、ハケやブラシで払い落とし、同時に上記の
　飼料通路の清掃も行なってください。その後、再び電源を入れ、給餌機を運
　転させて残った飼料をできる限り散布させてください。飼料が残ると次回の
　給餌の際に変質した飼料が混じる恐れがあります。

給餌を長期間休止する場合

収納と保管場所について

７．清掃と点検

● ●

●

　蓋を反転
点検蓋

Ｍ５蝶ナット

ケーシング

セットボルト

● ●

円錐盤

歯付座金

軸

ケース
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